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■発展の方向性

<まちづくりの基本的方向性>
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<取り組みの方向性>
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地域の特性と発展の方向性

上田城南地域

■地域の特性

国道143号、主要地方道上田丸子線などの幹線道路、更には別所線が通る交通利便性の高い地域

上田城南地域協議会

県営上田野球場や多目的グラウンドなど、スポーツ施設が集積している地域

防災倉庫、ヘリポートなど防災機能を備えた「上田道と川の駅」が立地

城南地域が　“住んでよし、訪れてよし”　と感じられ、人の姿の見える魅力あるまちづくりを進めます。

千曲川や半過岩鼻をはじめ上田原古戦場など、原風景が多く残る地域

幹線道路沿いには商業系施設が立地

生活利便性が高く宅地化が進む一方で、多くの空き家が存在、また、農地と宅地の混在、農地の荒廃が進む地域

4
別所線など公共交通を活用しながら、地域の生活利便性の向上を図るとともに、渋滞緩和や歩行者・自転車な
どの安全性に配慮した、道路交通環境の整備を進めます。

2
千曲川をはじめ産川や浦野川、小牧山や上田原古戦場、半過岩鼻など奇景や原風景の残る豊かな自然や農地を
大切に保全するとともに、秩序ある都市空間づくりを進めます。

3
良好な住環境を保全していくため、住宅と農地の混在抑制や景観形成に配慮し、多様な商業環境と調和した快
適に暮らせるまちを目指します。

農地の保全による保水機能の保持など、雨水の流出抑制対策を進めます。

「上田 道と川の
駅」を活用した地
域振興の推進

・
千曲川・半過岩鼻などの自然環境、上田原古戦場・天白山などの歴史的資源及び芝生
広場・ウォーキングコースなどの公園施設を生かした観光振興の推進

取り組みの内容 視点・要素

各種イベントを通したPR活動と情報の発信

地域ブランドとなる農水産物を発掘して6次産業化、販路拡大を推進

まちづくり活動拠
点の活用と住民が
主体となった地域
づくりの推進

・

・

城南公民館を地域コミュニティ拠点とした、住民自治組織など、さまざまな関係者の協働
による住民主体の地域課題の解決、地域の個性を生かした持続可能な地域づくりの推進

安全・安心な生活ができるように住民自治組織、自治会など、さまざまな機関の協働
による、地域防災力向上に向けた自主防災活動の実践的な取組の推進

高齢者や障がい者
を支える地域包括
ケアシステム構築
と保健福祉環境の
整備

・
健康寿命延伸を目指した健康づくり、生きがいづくり、社会参加づくりの基盤整備の
推進

・
災害緊急時や日常生活において、要援護者に対し地域住民が支援を進めるための住民
支え合いマップの整備充実

・
地域包括ケアシステムの構築に向け、自助と共に地域の互助の精神を大切にした地域
づくりの推進

・
別所線の存続に向けて、運行の安全確保への支援やパークアンドライド、バリアフ
リー化など利便性向上の研究・検討、利用啓発など利用促進活動の推進

人や自然にやさし
い交通機能の整備 ・

幹線道路の歩道整備、主要な生活道路の整備など、だれもが安心して移動できる道路
環境づくりの推進

・
既存の公共交通の利用促進とともに、デマンド交通の導入など、利便性が高く、だれ
もが使いやすい新たな公共交通のあり方を検討

地域で子どもを育
てるまちづくり

家庭、地域、学校が連携し、地域全体で子どもを育てる環境づくりを実践

公民館を拠点とした子育てグループの育成と子ども達の社会力、学習力向上の支援

核家族化の進行に伴う、放課後や休校日の安全な児童の交流と学習場所の確保

歴史的資源を活用し、地域住民同士の交流を通していきいきと生活できる地域づくり
の支援

自然との共生を目
指す里山の再生と
農地の保全

里山や千曲川などの自然環境の再生、保全活動の推進

・
適切な土地利用のルールづくりを進めながら、優良農地の保全と遊休荒廃農地の有効
活用を推進

地域の土壌に適した農作物の発掘とブランド化

歴史的・地域的資
源の保全と活用 ・

地域の歴史や文化を伝承し、地域に誇りと愛着を持ち歴史的・地域的資源の保全を推
進

・


